
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
序
　
　
　
説

　
近
代
支
那
に
調
て
官
民
上
下
を
通
じ
て
最
も

へ
忠
艶
男
武
烈
の
党
側
で
は
比
類
稀
有
の
功
随
磯
鶏

遺
封
さ
れ
疫
。
爾
來
灘
酒
は
…
般
に
醐
帯
と
欝

　
　
　
醜
鵜
溺
購
の
由
家
煎
に
璽
羅
（
　
×
井
上
）

　しと弘　’しく　そ“て魚
　の古意　祭來祭　織崇祀　場敬さ　は蹴れ　關だて　帝篤居　潔くる　と　’の
　呼歴は　ば朝關　れ封朋　る號で築がをあ
し調急
騰ほさ關
　それ朋第の殊は
霧鱗嶋颪
　に末時　践。に代
IFAみ及の
一てん蜀
　往で主　rk關昭　漢襲烈　薄大帝　亭帝に　侯に事

一、
二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

序
　
　
　
説

麿
代
創
草
期

宋
元
費
援
期
（
以
下
次
號
）

　
其
一
宋
代
の
爽
展

　
蹴
ハ
ニ
　
元
代
の
礁
軌
展

明
代
最
盛
期

清
代
整
頓
期

恥
4
　
　
　
　
　
㍑
隠

へ
荊
　
　
　
　
ぺ
喬

井

上

以

智

爲

關
珊
祠
廟
の
由
來
並
に
攣
遷

〈
こ

く　‘ll　〉



　
　
　
購
三
綱
罵
騰
の
磯
廉
並
に
璽
澱
蝋
（
一
）
（
井
上
）
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
工
十
六
巷
　
　
第
蝋
醗
　
　
　
・
騰
諜

魔
…
・
關
王
騰
叉
は
武
安
王
廟
と
恵
灘
…
せ
ら
れ
る
。
闘
麟
祭
驚
の
瞑
酌
は
多
様
で
ほ
あ
る
が
、
　
大
別
し
て
之
を
　
二
種
と
叛
す
こ
と
が
繊
架

る
。
騒
鳳
を
鎭
撫
し
叉
は
鎭
撫
の
援
助
を
な
す
武
榊
た
る
と
と
が
そ
の
ツ
、
寺
観
保
護
の
任
に
凝
る
伽
難
紳
た
る
こ
と
が
そ
の
二
、
而
し

て
財
紳
と
し
て
士
民
生
活
の
指
針
た
る
と
と
が
そ
の
三
で
あ
る
。
謂
ふ
所
の
關
帝
禰
榊
位
は
必
ず
し
毒
此
れ
等
…
一
一
種
に
蓋
然
適
確
に
麗
別

し
得
る
と
は
限
ら
す
、
或
は
照
よ
り
乙
に
攣
化
し
或
は
甲
乙
嗣
時
に
併
存
す
る
…
場
合
・
も
敷
く
な
い
。
而
し
て
此
れ
等
關
帝
騰
に
就
い
て
孜

察
す
る
に
當
り
て
之
を
官
私
の
爾
種
に
大
別
す
る
を
便
と
す
る
。

　
關
朋
は
明
認
時
代
に
於
て
恰
も
武
紳
を
代
表
す
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
、
丈
紳
と
仰
が
れ
る
孔
子
と
は
概
ね
同
格
の
地
誌
に
置
か
れ
、
時

に
は
そ
の
胴
繭
は
武
煽
と
も
聡
せ
ら
れ
允
。
清
朝
は
北
京
地
安
門
外
の
白
態
．
關
帝
廟
を
以
て
官
祭
飛
雲
と
な
し
之
を
野
里
に
列
し
各
地
方

宮
祭
嗣
繭
の
本
宗
た
ら
し
め
、
こ
の
本
宗
に
濁
し
て
地
方
各
縣
毎
に
宮
祭
支
廟
た
る
關
粛
学
を
設
置
す
る
。
各
地
の
嘗
騰
中
、
殊
に
當
陽

縣
西
の
［
、
關
帯
陵
廟
」
、
洛
…
陽
縣
南
の
開
羽
「
塚
漏
し
及
び
婁
甲
白
鼠
南
の
「
譲
Ψ
陽
墓
騰
」
は
闇
輪
講
墳
蠣
と
し
て
、
文
解
縣
南
の
「
關
聖
…
騰
」
は
關
麗

卑
湿
地
盤
崩
と
し
て
、
何
れ
も
史
的
背
割
に
富
み
歴
代
特
殊
地
位
を
占
め
て
駕
く
奪
崇
せ
ら
れ
、
各
種
關
朋
聖
廟
巾
代
表
的
の
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
此
れ
等
官
職
祠
魎
は
毎
歳
春
秋
二
季
並
に
五
月
十
三
日
の
聖
誕
貝
に
官
暦
を
施
行
す
る
。
以
上
の
官
歴
嗣
蠣
以
外
に
省
ぼ
罠

聞
に
も
武
紳
と
し
て
の
關
屑
を
奉
慨
す
る
私
的
關
帯
廟
の
紗
か
ら
す
存
在
す
る
と
と
は
贅
書
を
要
し
な
い
。

　
寺
観
の
守
榊
護
に
径
す
る
伽
藍
榊
廟
は
些
些
と
し
て
の
驕
…
櫓
廟
が
何
れ
も
…
果
獅
に
存
在
す
る
に
期
し
て
、
必
ず
佛
寺
叉
は
叢
掘
に
附
脇
す

る
。
元
來
佛
敏
は
そ
の
初
期
印
度
時
代
か
ら
饒
…
に
そ
の
守
護
榊
は
存
在
す
る
が
、
東
漸
以
後
寺
鵬
守
護
に
當
る
壁
梁
の
騨
紙
が
支
那
に
於

て
獲
生
し
、
之
を
伽
藩
…
．
紳
又
は
輩
に
伽
藍
と
も
饗
す
る
。
此
の
風
劉
は
や
が
て
道
観
に
も
採
用
さ
れ
、
而
し
て
道
佛
爾
教
と
竜
概
ね
關
朋

（　‘s‘．）　）



を
以
て
伽
驚
紳
と
な
し
、
之
を
奉
祀
す
る
…
附
帝
殿
又
は
伽
藤
…
堂
は
普
通
に
之
を
寺
辮
…
の
地
域
内
に
縫
～
立
す
る
。
當
陽
縣
西
の
玉
泉
寺
内
磁
翻

築
三
廟
は
支
那
佛
教
伽
驚
紳
騰
の
濫
鰍
姻
で
あ
O
、
普
野
山
雌
鳥
寺
．
碧
山
齢
宗
寺
・
北
京
雍
和
宮
の
閲
開
帯
…
殿
は
理
代
に
於
け
る
弘
義
の
佛

教
伽
藍
齢
熱
鵬
の
適
例
で
あ
り
、
北
京
城
外
の
白
雲
観
・
東
嶽
魎
、
城
内
火
点
臨
…
の
關
帯
殿
及
奉
天
太
浩
…
宮
の
老
爺
…
殿
は
道
…
敏
的
伽
藤
…
榊
廟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
四
明
天
葉
寺
天
王
殿
内
の
護
法
紳
・
天
台
山
國
溝
寺
伽
藍
堂
内
の
爵
位
は
未
だ
詳
に
す
る
を
得
な

い
が
多
分
何
れ
も
亦
關
粥
を
祭
祀
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
術
甑
特
殊
の
殿
宇
な
く
本
署
の
侍
者
の
如
く
殿
宇
の
入
q
叉
は
…
隅
に
安
置
せ

ら
れ
る
關
弱
像
も
亦
同
様
に
伽
藍
榊
と
看
徹
し
得
る
も
の
で
、
大
同
上
階
巌
寺
・
石
城
山
彌
勒
殿
の
如
く
各
地
の
祠
廟
に
煮
て
鰻
寓
匿
す

る
虚
で
あ
る
。
斯
く
寺
親
の
守
護
に
任
す
る
伽
羅
紳
も
亦
後
に
蓮
べ
る
や
う
に
要
す
る
に
弘
義
の
武
榊
に
外
な
ら
な
い
。

　
財
紳
と
し
て
士
篤
生
活
指
導
の
任
に
罷
る
關
朋
は
武
紳
と
し
て
よ
り
も
一
散
黒
く
祭
祀
さ
れ
て
る
る
。
現
世
の
禧
概
田
制
盛
を
只
管
願
整

す
る
漢
族
は
臼
常
喜
・
貴
・
…
囎
・
財
の
諸
紳
を
耕
念
ず
る
こ
と
を
怠
ら
す
、
就
中
財
榊
を
隠
り
奉
ず
る
こ
と
篤
く
、
諸
藩
灘
中
学
に
關
即
朋
は

上
下
を
通
じ
て
濟
…
く
之
を
崇
敬
し
て
み
る
。
凡
そ
各
地
に
存
在
す
る
關
帝
　
顯
…
は
其
の
評
言
だ
悉
く
難
事
北
京
城
内
の
み
に
て
も
約
二
十
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

今
は
杭
縣
に
協
す
る
銭
塘
縣
は
六
、
耀
し
て
現
満
洲
…
國
遼
陽
縣
三
十
、
同
熱
澗
十
九
、
寧
遠
州
十
六
等
で
あ
っ
て
、
其
の
激
の
上
か
ら
は

此
れ
等
各
地
の
諸
種
祠
三
曹
…
頭
地
を
抜
い
て
居
り
、
そ
の
申
に
は
武
榊
と
し
て
の
祠
廟
…
も
多
少
存
｛
穏
・
る
で
あ
協
う
が
、
そ
の
大
多
数
は

民
俗
信
擁
の
軸
鞠
晶
…
た
る
財
紳
と
し
て
の
關
即
帝
廟
…
で
あ
り
、
關
脚
朋
信
仰
が
弘
く
全
漢
族
の
間
に
書
及
透
徹
し
て
居
る
こ
と
は
獅
細
断
に
難
く
な

い
。

　
斯
様
に
騒
観
憤
激
の
威
力
を
有
す
る
武
榊
は
寺
論
難
守
護
し
て
兇
敵
群
論
を
攣
熱
し
得
る
は
極
め
て
黙
然
の
こ
と
で
あ
り
、
武
榊
か
ら

　
　
　
擬
遡
澗
禰
の
由
來
鍮
に
礎
幾
一
）
葬
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笙
囲
＋
六
郷
箋
號
　
璽
鵬

（　，1；）　）



　
　
　
騰
燐
朔
鵜
騎
の
由
輪
軸
に
纐
偽
藻
（
一
）
ハ
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
図
工
牽
六
巻
　
　
混
一
蹄
酬
　
　
　
　
閣
職
悶

伽
藍
瀞
と
な
る
こ
と
は
唯
そ
の
威
力
の
限
定
特
殊
化
に
遇
ぼ
な
い
。
蔑
し
て
財
嚢
と
し
て
蘭
粥
の
崇
敬
せ
ら
掌
る
由
來
に
つ
い
て
は
或
は

儀
已
を
滅
臆
し
て
他
に
施
蹴
ハ
す
る
こ
と
を
拒
ま
な
い
無
慾
惜
淡
の
性
格
か
ら
と
も
解
せ
ら
れ
る
が
、
要
す
る
に
招
魑
除
擁
し
て
士
民
生
活

の
安
箆
附
興
醒
を
保
誰
す
る
は
懸
れ
又
武
功
準
時
の
鹸
…
涯
と
も
…
親
ら
れ
る
。
か
く
て
藤
壷
か
ら
伽
藤
…
榊
と
な
り
或
は
叉
財
…
榊
と
な
る
の
は
、

畢
寛
國
家
政
歎
の
方
颪
に
關
係
深
い
武
並
か
ら
士
民
饅
盛
の
指
針
た
る
財
神
へ
の
攣
編
で
あ
り
、
儒
教
的
か
ら
道
教
的
へ
の
推
移
で
あ
る

が
、
時
に
は
又
地
震
か
ら
武
榊
へ
の
還
元
的
…
災
改
巡
あ
れ
ば
財
榊
即
武
神
の
如
き
一
榊
二
趨
の
場
合
も
硬
く
な
い
。
關
朋
は
一
々
關
老
鮪

又
は
關
菩
薩
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
概
ね
士
民
の
景
慕
措
く
能
は
ざ
る
此
の
道
教
的
色
彩
濃
厚
な
る
財
榊
の
別
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
崇
敬
信

心
の
旺
盛
な
る
こ
と
を
反
映
す
る
。

　
以
上
は
、
清
…
朝
時
代
に
於
け
る
關
朋
単
寧
繭
廟
の
概
要
で
あ
　
る
。
想
ふ
に
民
國
の
現
歌
も
亦
大
略
之
と
同
様
で
あ
ら
う
。
櫃
［
し
民
國
三
年

筆
画
と
し
て
の
關
帝
魎
に
宋
の
岳
飛
を
合
離
し
て
之
を
幻
燈
魎
と
改
め
て
か
ら
、
形
式
的
に
は
官
祭
關
帝
廟
は
溝
滅
し
充
筈
で
あ
る
が
、

現
に
そ
の
多
く
は
依
然
關
帝
崩
と
稻
し
實
質
的
に
は
毫
も
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
而
し
て
遼
羅
宇
に
於
け
る
關
帝
爾
は
上
蓮
の
様
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

…
鐵
三
十
に
及
ぶ
が
、
そ
の
多
く
は
現
に
國
民
墨
校
に
代
絹
さ
れ
て
祠
廟
專
用
の
も
の
は
甚
だ
勘
い
か
ら
、
興
亡
隆
替
迅
速
な
る
現
代
支
那

に
撃
て
も
亦
遼
陽
縣
と
同
檬
に
、
各
地
關
帝
廟
の
攣
遽
が
甚
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
麦
那
に
於
け
る
關
隠
事
廟
の
由
來
憂
遜
を
放
察
す
る

に
當
り
、
主
要
資
料
と
な
る
代
表
的
關
帝
爾
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
白
馬
關
帝
崩
　
　
　
　
　
　
　
北
京
地
勢
門
外
西
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宜
祭
騰
　
武
　
　
廟
　
本
宗

二
、

關
帯
陵
廟
（
顯
佑
願
）

　
或
日
忠
義
崩
・
塚
騰

湖
北
省
當
陽
縣
城
西
五
支
里

同

同

支
魎

佛
敏
（
佛
倫
奉
仕
）

（覗）



三
、
解
縣
驕
帝
爾

　
　
或
闘
關
聖
煽

臨
、
洛
陽
縣
塚
廟

　
　
或
日
前
將
軍
關
公
墓
・
關
林

五
、
華
陽
縣
關
帝
墓
崩

六
、
月
城
關
脚
帝
…
期

　
　
或
日
前
門
武
安
王
願
・
漢
前

　
　
將
軍
廟

七
、
顯
烈
廟

註
　
①＠＠

山
預
省
慮
縣
城
顛
門
外
百
歩
許

河
爾
省
洛
陽
縣
城
爾
十
五
支
里

四
川
省
画
工
縣
南
萬
里
橋
畔

北
京
正
陽
黒
月
城
右
側

湖
北
省
當
陽
築
城
西
三
十
千
里
玉
泉
寺

私議　罰　同
鵬

同

同同同財
榊
廟

伽
藍
．
紳
崩

同 岡　岡

道
敏
（
道
士
奉
仕
）

道
教
（
道
士
奉
仕
力
）

佛
敏
（
佛
寺
所
厩
）

奉
天
太
溝
宮
の
老
爺
殿
は
太
野
老
齎
盤
・
玉
案
機
晒
と
戴
ハ
に
岡
甲
山
峨
内
中
央
，
に
位
置
す
る
主
二
三
大
肌
獣
宇
中
、
入
門
第
一
の
要
地
を
占
め
て
屡
る
。
現

雀
同
宮
の
關
朋
定
位
は
輩
な
る
伽
藍
紳
か
或
は
更
に
叢
展
し
て
酒
糟
と
し
て
奉
祀
さ
れ
て
る
る
か
未
だ
之
を
泌
確
に
す
る
を
得
な
い
○
北
京
地
安
…
門

外
火
憩
廟
は
道
槻
の
一
種
か
ど
う
か
未
だ
詳
に
し
な
い
が
濫
掘
と
同
系
統
に
甲
賞
す
る
民
族
信
仰
の
代
袈
的
な
も
の
で
あ
る
。

艮
圃
～
以
後
一
銭
驚
｝
縣
…
と
仁
瀦
縣
と
を
合
俳
…
し
て
縞
机
縣
脚
と
な
し
た
○

戊
贋
（
昭
和
三
年
“
民
國
十
七
年
）
妹
刊
『
遼
陽
縣
志
緬

（45）

二
　
唐
代
創
草
期

　
關
…
朋
を
…
般
に
祭
醗
す
る
由
來
は
謂
ふ
ま
で
も
な
く
乏
の
偉
大
な
る
人
格
と
毒
筆
に
封
ず
る
功
績
と
に
基
因
す
る
。
彼
が
姶
め
て
劉
備

暴
へ
浸
の
は
後
叢
語
聾
幽
八
で
蓼
ゆ
。
蒔
叢
れ
蕪
蒸
欝
下
に
為
す
る
が
、
常
器
釜
准
。
驚
漁
震

紹
…
旗
下
の
冷
雨
將
を
斬
っ
て
曹
操
の
爲
め
に
貫
囎
…
す
る
塵
あ
っ
允
か
ら
価
曹
操
の
欝
策
で
漢
喫
紅
絹
侯
に
撫
ぜ
ら
れ
た
。
其
の
後
劉
備
の
下
に

　
　
　
脳
㈱
瀦
潮
脚
繭
鰐
の
由
摩
叢
に
鍵
遜
（
一
）
（
弁
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
耐
瓢
ナ
轟
ハ
雀
　
　
驚
門
一
號
　
　
　
　
　
㎜
悶
薦



　
　
　
購
隅
駆
継
嗣
｛
欄
の
磁
來
並
に
纐
嬬
灘
（
幅
）
（
弁
L
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粥
瓢
扁
十
六
巻
　
　
第
一
甑
鶴
　
　
　
　
繊
六

濾
す
る
毒
慕
、
肇
繕
の
爲
め
髭
熱
購
に
於
て
馨
さ
れ
蓬
安
二
志
年
花
量
嚢
で
、
覆
三
＋
藩
量

っ
て
、
甥
は
姦
劉
備
の
携
箕
に
忠
勇
武
烈
の
赤
晶
諏
蕪
し
た
。
蜀
漢
の
肇
褻
禦
議
三
幽
製
鋼
の
功
績
・
乞
賞
揚
し
て
批

謬
侯
を
追
謹
し
疫
。
爾
來
鍛
謬
侯
關
朋
は
忠
｝
勢
武
烈
の
趣
鑑
と
し
て
赴
く
讃
美
量
仰
さ
れ
て
る
る
。

關
朋
の
武
豊
と
し
て
祭
祀
さ
れ
る
由
來
を
致
察
す
る
に
、
先
づ
武
紳
騰
に
從
祀
さ
れ
る
こ
と
か
ら
始
む
る
を
便
と
す
る
。
武
紳
祭
祀
は

唐
太
宗
趨
蕎
太
藁
構
を
轟
と
す
る
太
公
廟
を
以
て
そ
の
箋
と
す
る
。
太
公
廟
箋
後
輩
宗
嗣
季
九
年
馳
蒜
な
萄
孔

子
磨
準
じ
て
京
師
並
に
各
勢
州
整
も
創
設
さ
れ
粛
宗
上
元
牽
㏄
六
武
肇
に
封
ぜ
ら
れ
て
か
ら
豪
武
豊
願
と
改
趨
る
。

葉
建
申
三
豊
八
關
翼
肇
從
祀
の
墓
碑
ハ
詣
入
事
加
へ
・
れ
悪
感
皇
軍
嚢
撲
卓
始
め
て
纂
・
㌔
然

る
握
祀
擁
盤
簡
の
み
で
鼠
舞
兀
二
幾
八
之
を
霊
泉
代
の
璽
驕
に
｛
俣
活
叢
叢
も
あ
る
が
、
蕩
糖
価
覧
る

の
は
斐
以
後
論
ち
仁
宗
慶
墨
。
。
醐
㌻
か
ら
明
初
震
掌
る
豪
で
約
三
百
年
間
受
難
。
斯
捲
患
暴
關
饗
斎
た
る

（　・16　）

孔
子
に
準
じ
て
京
師
並
に
各
州
縣
の
官
祭
武
仁
王
…
鰯
に
漢
由
瀞
塵
侯
と
し
て
…
從
紀
さ
れ
る
こ
と
は
、
後
年
關
…
朋
償
…
仰
が
普
及
し
て
そ
の
祠
廟

が
各
地
に
流
布
す
る
一
助
と
な
り
、
漢
壽
亭
侯
て
ふ
名
稽
は
官
私
と
も
屡
≧
使
用
さ
れ
る
源
流
を
な
し
、
而
し
て
丈
宣
・
武
成
購
…
紳
が
封

等
で
あ
る
こ
と
は
、
近
代
孔
・
關
爾
纐
…
を
相
…
封
酌
に
嗣
絡
観
す
る
傾
、
向
の
獲
生
す
る
因
由
を
な
し
て
み
る
。

　
武
融
と
し
て
武
成
王
廟
…
に
從
祀
さ
れ
る
と
略
同
時
に
關
…
朋
は
又
軍
獺
に
も
祭
祀
さ
れ
る
。
強
弱
生
前
の
功
一
顧
を
賞
揚
し
て
宮
民
か
ら
崇

敬
さ
れ
一
般
朗
に
奉
祀
さ
れ
る
の
は
、
何
時
代
に
始
陰
る
か
は
未
だ
之
を
明
確
に
す
る
を
得
な
い
が
、
現
に
皇
帝
祠
願
と
し
て
最
も
古
い

沿
革
を
有
す
る
竜
の
は
、
湖
北
省
當
陽
縣
城
西
三
十
露
里
に
在
る
玉
鼠
寺
内
の
愛
山
願
で
あ
る
。
但
し
當
陽
縣
に
は
關
朋
祭
祀
の
代
表
的



繭
禰
は
二
懲
析
あ
る
。
一
は
上
記
の
顯
烈
廟
で
伽
醗
榊
廟
の
毒
矢
を
な
し
、
他
は
岡
縣
藷
粥
五
支
塁
に
在
る
關
粥
墳
塚
に
設
け
ら
れ
か
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

欝
欝
ち
關
南
陵
廟
で
あ
り
、
現
に
爾
購
と
も
存
燃
す
る
。
前
者
は
寺
域
内
の
伽
麗
．
紳
騰
即
ち
…
伽
藤
…
．
堂
に
愚
ぎ
ざ
る
に
反
し
て
、
後
者
は

代
表
的
地
方
山
冨
祭
廟
と
し
て
そ
の
規
織
…
外
㎝
観
の
上
か
ら
は
到
底
晶
剛
者
と
は
難
聴
一
に
な
ら
な
い
程
欝
欝
で
あ
る
。
然
し
晶
剛
考
に
は
罪
代
玉
泉

寺
創
建
に
由
際
す
る
附
魯
読
が
あ
り
鷹
世
態
の
傳
統
も
明
白
で
あ
る
が
、
、
後
輿
は
漸
く
明
代
中
期
に
至
り
て
告
製
す
る
か
ら
創
業
轡
遜
の

上
か
ら
観
れ
ば
、
後
者
は
晶
剛
薯
か
ら
分
離
派
生
し
允
も
の
で
爾
蔚
の
…
闇
に
は
本
末
宗
支
の
關
係
が
存
在
す
る
。

　
王
泉
寺
は
天
台
無
難
大
師
が
陪
丈
帝
開
皇
十
二
年
頃
創
業
し
た
。
同
寺
の
地
域
は
十
代
の
潭
郷
に
協
し
、
潭
郷
は
偶
諸
賢
粥
終
焉
の
地

で
も
あ
る
關
係
か
ら
、
や
が
て
飼
寺
と
關
羽
と
を
結
び
附
け
で
盤
異
的
附
・
曾
醗
が
嚢
生
す
る
．
王
泉
寺
創
業
に
つ
い
て
焦
す
生
初
聖
運
宣
の

　
　
③

縛
顎
傳
に
「
、
無
地
昔
喉
荒
誕
。
紳
獣
蛇
暴
．
、
劇
寺
之
後
。
快
無
憂
患
．
」
と
あ
っ
㏄
、
．
多
少
蟻
異
的
色
彩
の
あ
る
こ
と
は
、
殆
時
代
を
伺
じ
く

す
る
天
台
出
國
清
宵
の
關
叩
基
論
に
も
醗
ら
れ
る
當
時
の
一
般
風
・
潮
で
あ
る
が
、
そ
の
關
粥
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
未
だ
騒
も
論
選
及
ぱ
な

い
・
此
羅
つ
い
て
海
運
業
元
＋
墨
二
張
論
の
「
豪
華
隷
師
馳
亦
羅
で
あ
る
・
撃
て
勘
≦
も
中
戸
示

の
頃
に
遡
る
迄
は
未
だ
同
製
に
署
す
る
…
嗣
朋
嚢
異
論
は
轟
獲
生
し
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
同
製
に
雲
脚
す
る
關
…
朋
鰻
…
異
㎝
説
は
…
敬
種
類
あ
る
が
、

毒
す
る
磐
の
護
は
患
繁
華
＋
八
年
勉
霧
の
「
謬
麦
高
齢
で
あ
る
・
同
輩
毘
は
霧
・
藪
姦
熱

も
あ
る
が
そ
の
主
要
事
項
を
繋
げ
る
と
、
智
顕
が
天
台
出
よ
り
此
の
地
に
來
り
て
一
夜
喬
木
の
下
に
安
坐
す
る
縛
偶
一
聯
黙
と
望
見
し
允

こ
と
を
屯
し
て
［
匹
懇
蹴
ハ
軍
曹
云
。
願
捨
画
地
爲
僧
坊
。
」
と
あ
り
、
謂
ふ
所
の
識
轡
は
既
に
之
よ
り
一
二
欝
五
十
年
以
前
罰
に
既
の
地
で
塾
し
疫
關

鋼
の
紳
籔
で
あ
っ
託
、
紳
飯
の
領
有
す
る
此
の
地
を
摺
顕
に
提
供
し
て
寺
…
殿
を
建
立
す
る
主
旨
を
明
か
に
し
、
且
つ
食
盛
の
威
力
を
違
べ

　
　
　
騰
鷺
姦
賊
醐
の
由
峯
煎
に
礎
蝋
備
ハ
一
）
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫓
鮒
二
ふ
一
両
ハ
撫
僧
　
確
耀
　
鱒
酬
　
　
　
　
黙
認

（　・17　）



　
　
　
購
隅
遡
灘
脚
総
脚
の
撫
來
盤
に
鍵
囎
灘
（
一
）
ハ
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫨
罪
瓢
二
一
ハ
巻
　
　
第
　
號
　
　
　
　
　
鰻
・
八

て
「
鳴
呼
生
際
英
賢
。
波
爲
紳
難
厨
嵜
。
鷺
山
之
下
．
邦
之
興
塵
．
、
歳
之
備
荒
。
於
温
湯
繋
。
し
と
あ
夢
て
、
伽
藍
を
奉
賦
す
る
關
粥
の
紳

鰻
が
國
土
の
落
慶
泡
影
を
も
落
懸
し
得
る
威
力
を
有
す
る
由
來
を
誌
し
て
層
り
、
織
又
寺
内
顯
烈
廟
の
源
流
に
就
い
て
は
「
聞
公
遣
簡
存

焉
。
…
…
欝
欝
麗
殿
。
“
慰
騒
絶
。
」
と
あ
り
て
、
同
廟
は
妙
く
と
も
撒
や
年
以
前
即
ち
玄
宗
の
頃
か
ら
存
在
す
る
様
に
推
定
さ
れ
る
。
蓋

し
關
禦
始
め
て
武
肇
握
馨
れ
る
徳
宗
建
中
三
畿
八
以
嶋
剛
に
…
描
に
纂
詮
馨
急
く
、
鵜
饗
の
藩
も
亦
詫
よ

り
穿
り
遽
か
ら
ざ
る
べ
く
、
顯
烈
廟
の
玄
宗
聴
代
に
存
在
す
る
の
は
多
分
そ
の
頃
の
測
設
で
あ
り
、
私
廟
風
雪
の
礪
矢
を
な
す
様
で
あ

り
、
而
…
し
て
此
れ
等
官
私
爾
顯
の
聞
に
は
直
接
何
等
の
關
係
は
な
い
に
し
て
も
、
苗
穂
に
…
縫
い
で
富
商
…
の
蘇
生
す
る
の
は
極
め
て
蒼
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
想
は
れ
る
。
此
の
碑
に
就
い
て
は
南
勢
王
象
之
の
『
蹴
ハ
地
紀
勝
繰
に
、
厭
陽
俺
の
『
集
古
織
鑑
に
謂
ふ
所
の
「
關
將
軍
祠
堂
紀
」
と
同
一
で
あ

る
・
誌
し
て
あ
る
か
昏
抽
選
代
か
章
く
識
者
窪
意
を
惹
駐
管
、
且
つ
あ
嬢
幣
鞍
て
は
北
轟
莞
鶴
鼠
四
書
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

張
商
英
の
「
卑
賎
關
將
軍
廟
記
」
及
び
南
宋
志
磐
の
『
…
佛
解
説
記
』
に
も
明
詑
さ
れ
る
か
ら
、
中
唐
徳
宗
の
頃
か
ら
宋
元
に
亙
っ
て
弘
く
流
布

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。

　
然
る
に
關
朋
祭
祀
私
恩
創
建
の
目
的
は
、
當
初
よ
り
王
黒
蟻
を
守
議
す
る
伽
鷹
紳
と
な
す
に
あ
る
か
ど
う
か
は
、
未
だ
之
を
明
白
に
す

る
を
得
な
い
が
、
上
記
藤
ハ
元
十
八
年
董
挺
の
南
学
中
伽
藍
紳
に
つ
い
て
明
詑
さ
れ
て
る
な
い
黙
か
ら
親
て
、
凹
凹
鰯
翻
設
以
後
、
璽
め
て
關
朋

を
玉
泉
寺
伽
藍
榊
と
な
し
た
も
の
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
國
清
寺
・
玉
泉
寺
等
の
創
業
に
翻
す
る
鰻
異
論
の
端
緒
は
既
に
初
海
道
宣
の
『
高

櫓
傳
』
に
あ
る
程
で
あ
る
か
ら
、
更
に
そ
の
論
か
ら
進
展
し
て
玉
泉
寺
摩
域
が
關
弱
経
焉
の
地
と
關
係
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
れ
ば
、
爾

者
の
皮
的
背
景
に
因
み
て
玉
泉
寺
奉
獄
に
…
鼓
す
る
關
弱
盛
異
読
が
酬
…
造
さ
れ
、
或
は
阿
寺
々
域
に
關
朋
調
廟
の
南
陽
建
さ
れ
る
こ
と
は
極
め

（　‘kS　）



て
自
然
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
玉
泉
寺
關
賜
嗣
騰
が
劇
建
さ
れ
た
以
後
、
此
の
勇
武
な
る
榊
明
が
從
來
か
ら
佛
…
教
伽
藍
の
守
護
紳
で
あ

っ
た
印
度
式
伽
藍
紳
以
外
に
醐
囲
欝
欝
齢
符
の
支
那
氏
伽
薦
榊
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
匹
創
…
造
期
は
董
挺
の
碑
丈
の
風
來
・
た
寅
元
十
八
年
よ
り

も
以
後
で
あ
り
、
上
記
元
朧
四
年
・
張
黄
点
碑
丈
申
に
「
永
謬
…
佛
　
法
」
と
あ
っ
て
既
に
伽
藍
榊
濁
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
か
ら
滞
れ
よ
り
も
以

前
で
あ
っ
て
多
分
晩
唐
秘
宋
の
交
で
あ
り
、
或
は
唐
武
宗
の
臓
佛
政
策
が
撤
康
さ
れ
て
か
ら
以
後
の
佛
敏
復
興
の
際
で
あ
っ
た
か
も
蜘
れ

な
い
ゆ
斯
檬
に
し
て
創
浩
　
さ
れ
た
玉
泉
寺
伽
…
驚
紳
が
支
那
佛
教
伽
羅
戦
闘
の
濫
鷹
を
な
し
、
そ
の
本
｛
添
と
な
る
と
共
に
、
や
が
て
關
…
朋
は
叉

護
の
伽
薪
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
但
し
支
那
伽
蒜
は
男
の
み
と
縫
接
い
。
五
袋
越
驕
婆
叢
四
諦
の
顧
篁
を
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

藍
紳
と
な
し
た
法
遽
寺
の
瀟
瀟
も
あ
る
が
そ
れ
は
寧
ろ
例
外
に
面
し
、
當
時
無
に
關
朋
が
支
那
佛
　
教
伽
藍
榊
と
な
っ
て
居
っ
た
こ
と
は
、

や
が
て
稟
鷺
重
量
三
毒
素
藻
榊
の
顯
烈
禦
天
下
伽
藍
震
の
本
工
を
㌦
更
霊
代
羅
も
亦
讐

　
　
　
　
　
　
　
⑪

醐
羽
で
あ
る
と
い
ふ
、
そ
の
攣
纒
の
大
勢
上
か
ら
孜
察
し
て
容
易
に
酋
肯
さ
れ
る
。
而
し
て
心
癖
が
支
那
に
於
け
る
寺
槻
伽
藍
紳
の
濫
瘍

を
な
す
こ
と
は
、
關
…
朋
祭
祀
の
纐
｛
遜
典
上
翻
期
的
緊
要
事
で
あ
る
。

　
斯
檬
に
し
て
三
園
末
期
勉
只
乗
を
追
誰
さ
れ
て
愚
俗
汽
缶
擁
を
集
中
し
た
圃
朋
は
、
中
唐
に
至
っ
て
一
方
武
紳
と
し
て
武
勲
王
噛
に
從

祀
さ
れ
る
と
共
に
、
他
方
玉
泉
寺
六
域
た
同
寺
側
業
と
深
き
關
係
あ
る
厳
明
と
し
て
祭
祀
せ
ら
れ
、
や
が
て
同
寺
伽
薦
榊
と
し
て
士
戻
の

奪
崇
を
高
潮
す
る
端
緒
と
な
っ
て
居
る
。
荊
し
て
武
前
と
し
て
は
主
榊
呂
術
が
文
言
た
る
孔
子
と
同
格
の
地
位
を
苛
め
る
か
ら
、
之
に
從

祀
さ
れ
る
嗣
屑
は
同
僚
の
諸
萄
亮
．
張
飛
等
と
共
に
、
勿
論
孔
予
と
同
格
の
地
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
宋
代
に
至
る
と
そ
の
地
位

が
録
撮
し
て
孔
子
老
岡
絡
…
と
も
な
り
鰹
灘
よ
り
…
頭
地
を
抜
く
の
で
あ
る
σ
要
す
る
に
騰
代
に
於
け
る
闘
…
朋
祭
祀
は
そ
の
　
彼
達
の
揺
簸
期

　
　
　
魏
潴
制
胴
職
獺
の
由
來
競
に
鍵
乱
丁
（
一
）
（
井
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
瓢
ナ
六
巷
　
　
餓
濯
扁
號
　
　
　
　
憎
懸
隔
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醐
粥
溺
廟
の
蘭
來
叢
に
華
華
（
麟
X
井
上
）

轄鮒

�
¥
六
巻
　
　
第
…
㎜
撹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
珍
、
葡
し
て
玉
泉
寺
以
外
に
そ
の
軍
資
祭
祀
粟
粥
が
存
す
る
か
ど
う
か
未
だ
之
を
詳
に
し
な
い
。

②①認＠＠＠＠＠＠

滋
○

『
大
鷹
郊
配
録
』
酬
○
◎

…
關
帝
陵
廟
は
滴
威
煕
庚
辰
露
年
孟
秋
帰
訂
『
闘
饗
陵
廟
紀
無
調
に
讃
す
名
霧
で
あ
る
。
細
謹
は
欝
欝
中
豊
騰
一
一
十
二
年
頃
「
顯
佑
」
て
ふ
醐
名
を
賜
興
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ

れ
る
。
倫
ぼ
同
廟
は
踊
忠
義
廟
角
大
汗
二
三
禽
心
』
）
又
は
塚
醐
（
『
溝
朝
實
録
臨
）
と
も
稻
せ
ら
れ
る
Q

『
唐
高
僻
簿
』
一
二
、
其
傳

『
全
麿
文
』
二
三
一
Q

『
軍
旗
丈
』
六
八
四
、
董
挺
撰
・
飯
南
簾
度
里
中
撃
墜
嚢
公
重
修
「
零
露
闘
廟
記
」
中
に
玉
泉
臨
機
建
を
陳
光
大
中
と
興
し
、
南
帝
王
象
之
『
輿
地
紀
勝
隔

（
七
八
、
荊
隠
蟹
）
も
亦
岡
様
で
あ
っ
て
、
趨
説
た
る
陪
開
皇
十
二
年
よ
り
は
約
二
十
五
年
程
古
く
な
て
隣
る
Q
生
蜜
は
現
存
最
賓
の
資
料
た
る
『
唐

高
望
徳
』
に
基
い
て
推
定
さ
れ
比
較
的
僧
嘉
す
る
に
足
り
、
『
佛
野
選
記
』
（
六
、
天
ム
爲
智
者
）
竜
亦
響
胴
で
あ
る
。
董
挺
は
約
二
百
三
十
年
以
葡
に
遡

っ
て
紀
蓮
し
て
居
り
欝
時
既
に
劒
建
期
…
に
つ
い
て
異
説
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
は
れ
ゐ
。

『
輿
地
紀
勝
臨
七
八
、
荊
門
軍
。
碑
U
誕
。

圃
闘
饗
陵
醐
紀
略
』
三
。
及
び
『
山
膚
石
刻
叢
篇
駐
コ
。

清
．
鍮
正
争
端
癸
巳
山
仔
砧
揃
』
九
、
「
踊
帯
嬢
韓
後
出
載
脇
」
に
鷹
由
木
苑
櫨
…
の
『
肝
蟹
瀞
決
亥
舗
醗
」
中
か
ら
「
或
欝
此
繭
X
玉
泉
嗣
…
）
雨
男
助
土
太
・
之
工
衝
成
。
嗣
一
有
三
郎

憩
。
即
闘
週
案
也
。
」
を
引
旨
し
て
玉
泉
寺
創
建
の
憩
璽
は
闘
三
郎
で
あ
っ
て
關
溺
に
あ
ら
ず
と
な
し
、
　
「
蕊
關
三
郎
之
貝
。
始
於
唐
…
Q
闘
駿
之
説
。

追
改
古
簿
期
成
於
宋
。
」
と
祝
し
て
、
瀾
朋
の
難
業
鰹
異
設
は
采
代
の
改
邉
な
り
と
結
論
を
下
し
て
居
る
が
、
然
し
苑
櫨
は
野
末
醤
蝦
威
癒
頃
の
人
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
説
は
唐
宋
の
幅
代
表
読
と
覗
ら
れ
る
が
、
約
六
十
年
以
箭
の
真
野
十
八
年
の
董
剛
節
を
破
却
し
得
る
も
の
と
は
判
定
し
得
な
い
。

若
し
萢
櫨
に
し
て
董
挺
説
を
知
る
な
ら
ば
必
ず
そ
の
挑
剣
を
加
へ
て
か
ら
闘
三
郎
説
を
褐
げ
丸
に
相
違
な
い
。
『
癸
巳
存
稿
臨
の
著
者
竜
亦
同
糠
に
藪

挺
説
に
論
及
し
な
い
で
、
弛
櫨
説
の
み
に
採
っ
て
輪
断
を
下
し
て
み
る
の
は
築
者
の
承
服
し
得
な
い
所
以
で
あ
る
。
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⑨
　
『
江
蘇
金
石
艶
』
七
や
奥
越
開
漣
二
年
（
九
闘
五
）
「
法
蓮
寺
池
夢
伽
藍
紀
）
。

⑩
’
『
山
膚
石
刻
叢
編
』
二
一
「
慈
梢
寺
閥
帝
廟
絶
」
に
「
大
定
十
三
載
…
（
慈
相
寺
澄
公
）
威
。
今
載
天
下
伽
藍
奉
擦
者
（
踊
遡
）
爲
護
法
之
憩
。
」
と
誌
し
て
、

　
　
湘
…
北
省
欝
陽
縣
の
玉
泉
寺
か
ら
遠
く
出
西
省
線
部
の
李
蝋
纈
慈
相
寺
へ
伽
藍
憩
を
渤
講
分
身
し
て
、
天
下
伽
藍
謹
法
紳
と
な
す
こ
と
か
ら
推
し
て
、

　
　
欝
寺
玉
泉
寺
伽
藍
紳
講
が
佛
鍛
…
“
伽
黒
盤
憩
の
本
宗
を
な
し
て
潜
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑩
『
賜
盗
陵
鯖
紀
略
隔
二
、
郁
世
鍵
・
「
伽
藍
騨
」
に
「
（
伽
藍
）
紳
不
絢
て
弼
輿
論
輪
作
伽
藍
者
。
脳
漿
十
八
九
。
」

（51）

醐
勝
澗
繭
の
痢
來
並
に
璽
懸
（
蝋
）
磯
上
）

鱗
　
一
山
「
六
巷
　
　
第
照
臨
號

蹴
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